
船舶事故等調査報告書 

平成２１年７月３０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９横第４６号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２０年１２月２２日 ０３時００分ごろ 

発生場所 東京湾アクアライン風の塔灯から真方位０００°１,０００ｍ付近 

（概位 北緯３５°３０.０′ 東経１３９°５０.０′） 

事故等調査の経過  平成２１年２月１０日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ ケミカルタンカー 第七協 栄
きょうえい

丸、３,４９１トン 

   １３５９８１、神戸船舶株式会社 

Ｂ ケミカルタンカー 第十友 昇
ゆうしょう

丸、１９９トン 

   １３４５５４、有限会社友昇汽船 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長 三級海技士（航海） 

Ｂ 船長 五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船首フェアリーダーロープ止めに擦過傷 

Ｂ 船尾部ハンドレール曲損、停泊用燃料タンク損傷 

 事故等の経過  Ａ船は、東京都羽田沖に錨泊中、Ｂ船は、神奈川県川崎人工島北方約０.

３海里沖に錨泊中、強風により走錨し、平成２０年１２月２２日０３時０

０分ごろ、Ａ船の船首とＢ船の船尾とが接触した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風力 ６、風向 南南西 

海象：潮汐 下げ潮中央期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

なし 

なし 

あり 

 Ａ船は、錨泊中、走錨して接近するＢ船に気付

かず、警告信号を行わなかった可能性があると考

えられる。 

 Ｂ船は、錨泊中に強風となった際、錨鎖を延ば

さなかった可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、夜間、両船が錨泊中、Ａ船が、走錨して接近するＢ船に気付

かず、また、Ｂ船が、風が強くなった際に錨鎖を延ばさず、走錨したた

め、両船が衝突したことにより発生した可能性があると考えられる。 

備考  接触後、Ｂ船は機関を使用して錨泊位置を移動した。 

 Ａ船はＢ船の接触に気付かず、Ｂ船からの連絡があって、初めて衝突を

知った。 

 




